


















     要旨  小児期の生活習慣形成に両親の健康意識が影響するかどうかを検討するため,

断面調査を実施した.対象者は,富山県にある保育所の児とその両親,保母である. 自記式

記名式の健康調査票を用いて,小児の生活習慣,両親の健康意識としてヘルス・ローカス・

オブ・コントロール(HLC)を用い,内的統制群,中位群,外的統制群の 3 群に分類した.内的

統制群の両親を持つ児に比べ,中位群,外的統制群の両親を持つ児の方が悪い生活習慣割合

が高いかどうかをオッズ比を算出して検討した.その結果,朝食,野菜摂取,おやつ,着替え

の習慣において,有意なオッズ比の高まりがみられた.他の生活習慣形成においては関連が

認められなかった. したがって,幼児期においては,小児の生活習慣形成に両親の健康意識

は,大きな影響は及ぼさないことが示唆された.


